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大阪市の調査と日本腎臓学会の調査について

○ 大阪市の調査において５月15日時点で解析対象とした2,050件と、日本腎臓学会の調査において４月末時点で登録

のあった189症例について、性別、年齢及び症状について、以下に示す。
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【日本腎臓学会の調査】
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【初診時の主訴】

○ 初診時の主訴は倦怠感(46.8%)や食思不振(47.3%)、尿の異

常(39.9%)、腎機能障害(56.4%)が多く認められた。

○ 腹部症状(12.8%)や体重減少(22.9%)を訴えるかたも少なか

らずいる。

○ 発熱(4.3%)や嘔気・嘔吐(4.8%)、浮腫(3.7%)、頻尿

(2.4%)や体重増加(2.4%)などを呈する方は比較的少ない。

【大阪市の調査】

0.3% 2%

14%

40%
30%

12%

2%

～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳～

不明

【健康被害者の主訴】※対象：症状記載欄への記載がないものを除く1,522件

〇 健康被害者の主訴は倦怠感(67%)が最も多かった。

〇 手足の浮腫(29％)、食欲不振(19%)、嘔気・嘔吐(17%)、体

の痛み(15%)、めまい・ふらつき(14%)、頭痛(13%)、かゆ

み・発疹(13%)、動悸・息切れ(12%)、腹痛(11%)を訴える方

も少なからずいる。

〇 発熱(8%)、下痢(8%)、呼吸困難(3%)、黄疸(1%)、月経不

順(1%)を呈する方は比較的少ない。

・ 各保健所が主に健康被害者本人から聴取した情報。

・ 日本腎臓学会の調査との重複があり得る。

【性別】 【年齢層別】 【性別】 【年齢層別】

・ 日本腎臓学会が学会員に対して健康被害を生じた症例に

関する調査を行ったもの。

・ 大阪市の調査との重複があり得る。



患者の摂取期間及び発症月について
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〇 大阪市の調査において５月15日時点で解析対象とした2,050件のうち、発症月が明らかな1,467件について、発症

月別の発生状況を以下に示す。発症月が2023年11月～2024年３月であった者の割合は約７割であった。

：摂取していた時期

：初診日
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※ 患者が倦怠感等の症状を自覚した日の属する月を発症月とし、発

症月が明らかなもの（月のみが記載されているものを含む）を対象

としている。
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【日本腎臓学会の調査】【大阪市の調査】
・ 各保健所が主に健康被害者本人から聴取した情報のうち、

発症月別の健康被害者数は以下のとおり。

・ 日本腎臓学会の調査のうち、初診日及び患者から聴取し

た摂取時期は以下のとおり。

※ 摂取開始日及び摂取終了日が明らかなものを対象としており、

2023年３月以前に摂取終了しているものも含まれている。

※ 初診日が摂取していた時期以前であったものは除いている。
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